
■
審
査
員

写
真
／
英　

伸
三　　　

書
道
／
大
野
祥
雲

洋
画
／
竹
村
文
男　　

日
本
画
／
市
川
雅
彦

陶
芸
／
西
邨　

滋

（
敬
称
略
）

陶
芸　
「
鉄
釉
面
取
花
器
」

永
野
文
夫（
夜
須
町
）

写真　「雪の朝」

松木宣博（南国市）書道　「金龍山」

長瀬惠美（野市町）

洋画　「まどろみ（微睡）」

島村立法（野市町）

日
本
画　
「
小
さ
な
秋
、見
つ
け
た
」

常
石
峰
子（
野
市
町
）

《
写
真
の
部
》

【
褒
状
】〔
香
我
美
町
〕河
野
彰
子

【
奨
励
】〔
野
市
町
〕大
庭
延
美
・
中
村
征
男
・
小
松
昭
三

【
入
選
】〔
赤
岡
町
〕横
矢
実
穂
・
川
添
浩
介

　
〔
香
我
美
町
〕別
役
悦
子
・
谷
岡
賢
二
・
別
役
多
賀
子　

　
〔
野
市
町
〕
氏
原
敏
文
・
藤
田
茂
男
・
野
島　

積
・
太
田
和

子
・
恒
石　

丹
・
岸
田
昌
親
・
小
松
昭
夫
・
西
山
す
み
れ
・
川

谷
秀
典
・
半
田
中
將
・
山
西
典
夫
・
武
田
啓
愈
・
ツ
ヅ
キ
照

雄
・
島
内
美
智
子
・
十
万
孝
雄
・
武
内　

巌
・
野
村
初
枝

〔
夜
須
町
〕伊
藤
敏
雄

《
書
道
の
部
》

【
奨
励
】〔
野
市
町
〕常
光
雨
汀

【
招
待
】〔
野
市
町
〕竹
森
桂
翠

【
入
選
】〔
赤
岡
町
〕金
子
侑
燕

　
〔
野
市
町
〕戸
梶
帯
雨
・
吉
本
蕙
風
・
和
田
瑛
子
・
高
栁
志

保
・
大
谷
貴
恵
・
刈
谷
祐
子
・
島
内
瑞
紅
・
溝
渕
文
泉
・
溝

渕
龍
紀
・
岩
井
純
子
・
町
田
尚
桜

　
〔
夜
須
町
〕城
武
美
穂
・
佐
々
木
和
子
・
中
村
雅
子

《
絵
画（
日
本
画
）の
部
》

【
入
選
】〔
香
我
美
町
〕西
窪
映
子

　
〔
野
市
町
〕眞
島
寿
子
・
中
谷
政
勝
・
吉
岡
澄
子

　
〔
夜
須
町
〕清
藤
禮
次
郎

《
絵
画（
洋
画
）の
部
》

【
褒
状
】〔
野
市
町
〕岡
本
康
子
・
和
田
千
草

【
無
鑑
査
】〔
野
市
町
〕中
谷
政
勝

【
入
選
】〔
赤
岡
町
〕北
代
正
志

　
〔
香
我
美
町
〕小
藤　

武

　
〔
野
市
町
〕田
村　

崇
・
堅
田
泰
宏
・
太
田
和
雄

　
〔
夜
須
町
〕溝
渕
裕
泉

《
陶
芸
の
部
》

【
奨
励
】〔
野
市
町
〕田
内
晶
子

【
入
選
】〔
香
我
美
町
〕所
谷
由
利
江

　
〔
野
市
町
〕品
原
節
子
・
形
見
浤
三
・
池
添
要
・
西
岡
健
一

　
〔
夜
須
町
〕熊
谷
純
子

入
賞
者 
特
選
以
外
は
市
在
住
者
の
み
掲
載
（
敬
称
略
）

第8回第8回

香
南
市

香
南
市

美
術
展
覧
会

美
術
展
覧
会

　　

写
真
・
書
道
・
洋
画
・
日
本
画
・
陶
芸
の
５
部

門
の
入
賞
・
入
選
作
品
と
審
査
員
、無
鑑
査
、

招
待
作
家
の
作
品
が
展
示
さ
れ
た「
第
８
回

香
南
市
美
術
展
覧
会
」
が
２
期
に
わ
け
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　
　

会
期
中
、
写
真
の
部
に
は
576
人
、
書
道
・
絵

画
の
部
に
は
487
人
、陶
芸
の
部
に
は
193
人
と
、

市
内
外
か
ら
多
く
の
鑑
賞
客
が
来
場
し
、こ

ま
や
か
な
表
情
や
、や
わ
ら
か
な
光
を
描
い
た

絵
画
や
、力
作
揃
い
の
書
道
・
陶
芸
の
芸
術
文

化
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

書
道
・
絵
画
・
陶
芸
の
部

会
期
：
２
月
15
日(

土)

〜
23
日(

日)

会
場
：
野
市
図
書
館（
書
道
・
絵
画
の
部
）

　
　
　

香
我
美
図
書
館（
陶
芸
の
部
）

写
真
の
部

会
期
：
１
月
18
日(

土)

〜
26
日(

日)

会
場
：
野
市
図
書
館

市
長
談
話
室
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　岸本のチューリップ祭り、春一番、3月議会、中学校
卒業式、桜の開花、小学校卒業式…。今年、私が春を
感じた出来事です。その中でも卒業式は、卒業生の
力強い瞳と胸に飾ったコサージュのように華やかな
姿がとても印象的でした。私が出席させていただい
た野市中学校と夜須小学校の卒業式で、「これまで
も、これからも自分に誇りを持って、桜満開のような
未来を自身でつくってほしい。ガンバレの気持ちを込
めて“咲き誇れ”」の言葉を卒業生に贈らせてもらいま
した。新たな一歩を踏み出すみんなに幸多かれ！

市
の
パ
ー
ト
ナ
ー
、市
議
会
の

役
割
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
！

おすすめの1冊おすすめの1冊おすすめの1冊おすすめの1冊

　　

地
方
自
治
体
は
、市
長
と
議
会
議
員
を

住
民
が
直
接
選
挙
で
選
ぶ
二
元
代
表
制
を

と
っ
て
い
ま
す
。市
長
は
議
会
へ
条
例
案
や

予
算
案
な
ど
の
議
案
を
提
出
し
、そ
の
内

容
と
提
案
理
由
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま

す
。一
方
、議
員
は
提
出
さ
れ
た
議
案
に
つ
い

て
質
疑
し
、表
決
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、市
の
分
野
ご
と
に
設
置
さ
れ
て

い
る
３
つ
の
常
任
委
員
会
で
、議
案
な
ど
の

詳
し
い
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

市
議
会
の
最
大
の
機
能
は
、行
政
の
チ
ェ

ッ
ク
で
す
。行
政
の
し
て
い
る
こ
と
が
市
民

の
立
場
に
立
っ
た
政
策
な
の
か
、予
算
は
効

率
的
・
公
正
に
使
わ
れ
て
い
る
か
な
ど
議

会
で
議
論
を
交
わ
す
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

市
民
の
ニ
ー
ズ
は
多
岐
に
わ
た
り
ま

す
。限
ら
れ
た
予
算
の
中
で
行
う
ま
ち
づ

く
り
に
は
、多
様
な
意
見
を
吸
収
し
た
上

で
事
業
の
選
択
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
の
時
代
と
な
り
、国
や
県
の

指
示
に
従
う
こ
と
な
く
、実
施
事
業
の
取

捨
選
択
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
、議
会
も
議
案
の
可
否
だ
け
で
な
く
、議

決
理
由
や
意
志
決
定
過
程
な
ど
の
透
明
性

が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。そ

こ
で
、議
員
の
方
に
は
選
挙
区
の
利
益
の

代
表
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、車
の
両
輪

の
よ
う
に
市
と
と
も
に
市
全
体
を
と
ら
え

た
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
て
も
ら
い
た
い
で

す
し
、市
民
の
皆
さ
ん
に
は
自
分
た
ち
の

代
弁
者
と
な
る
議
員
さ
ん
を
し
っ
か
り
選

ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
月
は
、シ
リ
ー
ズ「
こ
れ
か
ら
の
香
南
市
を
描
く
」を
お
休
み
し
、４
月
13
日
の
市

議
会
議
員
選
挙
の
実
施
に
あ
た
り
、市
議
会
と
議
会
議
員
の
役
割
に
つ
い
て
考
え
て

み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

皆
さ
ん
は
、「
市
議
会
の
役
割
」を
考
え
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
か
。そ
れ
は
単
に
議
会

に
出
席
す
る
だ
け
で
は
な
く
、よ
り
良
い
地
域
を
つ
く
る
た
め
に
、市
と
と
も
に
住
民

の
声
を
く
み
取
り
な
が
ら
切
磋
琢
磨
す
る
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

香
南
市
で
は
年
４
回（
通
常
３
月
・
６
月
・
９
月
・
12
月
）の
定
例
会
と
必
要
に
応
じ

て
臨
時
会
が
開
か
れ
て
お
り
、そ
の
様
子
は
、香
南
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
放
送
さ
れ
る

と
と
も
に
、議
会
報
告
は
市
議
会
だ
よ
り
や
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。議
会
開
催
中
は
傍
聴
も
で
き
ま
す
の
で
、ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

市
議
会
は
、市
民
に
代
わ
っ
て
そ
の
声
を
市
政
に
反
映
す
る
と
こ
ろ
で
、市
の
意
志

を
決
定
す
る
議
事
機
関
で
す
。施
策
を
進
め
る
上
で
も
市
の
大
切
な
パ
ー
ト
ナ
ー
で

あ
る
市
議
会
議
員
、皆
さ
ん
忘
れ
ず
に
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

市
議
会
は
市
の
名
パ
ー
ト
ナ
ー

　記者たちは海に向かった記者たちは海に向かった
　 津波と放射能と福島民有新聞　 津波と放射能と福島民有新聞

  　　　　　　　　　　　門田 隆将門田 隆将/著

高知県出身であり、私

の高校の先輩でもある

ノンフィクション作家、

門田隆将氏の最新作。

東日本大震災から3年

が経った今、福島民友

新聞の若き記者たちの当時の軌跡！「命」とは、

「新聞」とはを問う実話。

◆
二
元
代
表
制

◆
車
の
両
輪
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